
ベトナムでは、今年1月29日から2月6日までの9日間、テト（旧正月）休暇を迎えました。

今回はベトナムのテト（旧正月）休暇の様子や習慣などについてお伝えします。

ベトナムのテト（旧正月）
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日本の「お正月」は新暦が定着しているのに対して、ベトナムでは、旧暦のお正月「テト」がとても

大切にされており、中国並みの長い休暇を家族で過ごすのが一般的です。身内が集まって正月料理を食

べるなど、日本とも共通する習慣がありますが、ベトナムでは、職場の同僚や友人同士でも、一年の御

礼の意味を込めてお年玉を渡し合う、といった違いもあります。

ベトナムのテト休暇期間は、毎年、約２ヵ月前に、政府が決定

します。2022年は、２回の土日とつながって、１月29日から２月

６日までの９連休と、祝日の少ないベトナムでは珍しい大型連休

となりました。

ベトナム人にとっては、「年に一度の大型休暇」ですので、期

間中に従業員に仕事をさせる場合、企業は通常の３倍以上の給与

を支払う必要があります。人件費が上がる分、あらゆるサービス

が割高な「テト価格」となります。

テト休暇はいつ？

例年はテトを盛大に祝うために街中で打ち上げられる花火が、コロナ

対策で昨年に続き禁止されたため、年越しの瞬間は、何か物足りないと

の印象もありました。

しかし、今年の旧暦元旦である２月１日には、サッカーワールドカッ

プアジア最終予選の対中国戦がハノイで開催され、３対１でベトナムが

初勝利をあげました。サッカー好きの国民性もあり、ホーチミンの街中

もお祝いムードに包まれ、深夜まで爆竹や歌声が続いていました。

今年のテト休暇の風景

若者の間では、貴重な長期の休暇に、親族が連日、朝から晩まで酒を酌み交わすような習慣を嫌う人

も増えているようで、家で過ごす時間が減る一方、観光地や商業施設の人出は年々増加傾向にあるよう

です。中には「テトで９日間も休むより、別の時期に少しでも祝日が欲しい」と言った意見も聞かれま

す。どこの国でも、少しずつ、伝統文化は様変わりしていくのかもしれません。

若者世代とテト

（ベトナム・ホーチミン駐在 梶原 康太）
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ベトナムで迎えたテト（旧正月）休暇

ベトナム語で「新年おめでとう」
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